
消防用設備等に付置される非常電源(自家発電設備に限る)。

又は動力消防ポンプの正常な作動。

消防用設備等の機器の適正な配置、損傷等の有無その他

主として外観から判別できる事項。

消防用設備等の機能について、外観から又は

簡易な操作により判別できる事項。

消防用設備等の全部もしくは一部を作動させ、又は使用する

ことにより、総合的な機能を確認するため、消防用設備等の種

類に応じて実施する点検。

防火対象物の関係者は点検結果を、維持台帳に記録す

るとともに、次の1及び2に示す期間ごとに消防長又は消

防署長に報告しなければならない。ただし、特殊消防用

設備等にあつては、設備等設置維持計画に定める点検の

結果についての報告の期FB5ごとに報告するものとする。

X特定防人対象物とは、百貨店、旅館、病院、地下街、複合用途防人対象物等で

不特定多数の者又は災害時に援護が必要なものが出入りする施設6肖防法

施行令別表第1の (1)項～(4)項 、(5)頂イ、(6)項 (9)項イ、(16)頂イ、(16の

2)頂、(16の 3)項に掲げる防人対象物)

次の防火対象物の消防用設備等は、消防設備士又は

消防設備点検有資格者に点検させなければならない。

延べ面積1,000面以上の

特定防火対象物。

延べ面積1000面以上の
非特定防火対象物で、

消防長又は消防署長が指定するもの。

日  特定
―階段等防火対象物。



適切な消防用設備等点検を実施しましょう!
消防用設備等の点検は、適切に行われていますか?

御自身の建物に設置されている消防用設備等の点検について、次の4つの事例を参考にチェックしてください。

消防設備±又は消防
設備点検資格者によ

る点検を依頼してい

たにもかかわらず、無

資格者が自動火災報
知設備の点検を実施
していた。

消防設備士又は消防設備点検資格者に点検させ、消防機

関に報告する場合は、点検作業が始まる前に、点検に従

事する各作業員 (資機材の搬送等の補助的な作業のみを

行う者を除く)が免状を保有しているか確認しましょう。

地上 5階のビル
において、1階・3
階・5階の店舗の
消防用設備等は

点検されていた
が、2階・4階の店
舗は点検されて
いなかった。

5F
4F×
3F
2F×
lF

点検 '力早 点検 望 層 点検

点検 6カ月    ,夕早 点検

点検の対象は「建物に設置されている全ての消防用設

備等」です。各階全ての点検を依頼していたにもかかわ

らず、点検業者が、一部のみの点検で作業終了として

いないか、点検作業の実施状況を確認しましょう。

機器点検を1年に1回、総合点検を3年に1回
しか実施していなかつた。

自動火災報知設備の
感知器が故障してい
ることが確認された
が、点検結果報告書
では、改善していな
いのにもかかわらず
「不備なし」として報
告していた。

FDMA
住民とともに

機器点検
の場合  x

濶 ×xl[|
点検・1年 .点検

1年・ 点検

点検の結果を、事実通りに記載しなければなりません。

報告書に記載されている内容が「実際の点検結果」と相

違無いかどうか、点検作業の実施状況を確認するとと

もに、報告書の届出前にしつかりと確認しましょう。不備

については、適切に改善しましょう。

具体的な点検要領、報告様式の記載方法等、

消 防 庁

機器点検は6ヶ月毎に、総合点検は1年毎に実施してく

ださい。また、建物関係者は、法令により点検を行つた結

果を「維持台帳」に記録することとなつていますので、点

検を実施したら、その結果を維持台帳に記録しましょう。

詳しくはお近くの消防機関にご相談ください。

ご相談はお近くの消防署まで

尾三消防本部署理遣裾喜軍駒:量
みよし消防署予防課

長ス手消防署予防課

東郷消防署予防課

F re anO D saster Management Agency

https〃www fdma golp/

0562-92-0119
0561-73-0119
0564-36-0119
0561-62-1152
0561-39-0119
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